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プロダクトマネジメント 

403Fの修理について 

拝啓 

貴社ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 平素は弊社製品をご愛顧頂きまして、厚くお礼申し上

げます。 

さて、突然のお知らせとなりますが⾧い間ご愛用頂きました下記製品の修理、オーバーホール時に、コネク

タ、型番が変更となります。 

ご不便をお掛けし誠に申し訳なく存じますが、事情ご賢察の上ご了承賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

１．対象製品 

403F シリーズで末尾の設計番号が 

143、144、202、209、212、232、234、304 

 

例：403F‐90NL‐30‐03.232 

  赤字の部分が設計番号 

             
    

 

２．変更後 

  コネクタのピン数が 4 ピンとなります。 

  コネクタの変更に伴いこれまで使用されていた相コネクタは使用できなくなります。 

  お手数をおかけしますが、相コネクタを MS3106＊‐14S‐2S へ変更ください。 

  （MS3106＊‐14S‐2S につきましては現品返却時にサーボ弁へ取り付けて出荷します） 

  型番は 403F⇒J869 となります。詳細型番につきましては修理時にご連絡します。 
    
ご不明な点につきましては各営業担当または下記の連絡先までお問合せください。 

問合せメールアドレス：info.japan@moog.com 
以上 

対象製品 

コネクタのピンが 
5 本の物が対象

となります 


